
　　海を渡る蝶
ちょう

・アサギマダラ観察会 時１０月２４日㈯　午前１０時～正午
場佐久島・弁天サロン
内最初にアサギマダラについての講義を受け、その
後、観察地に移動してマーキングします。
※雨天時は講義のみ行います。

￥無料
講佐藤英治氏（動物写真家）
他事前申し込みは不要
問佐久島振興課（☎７２・９６０７／一色支所内）

時１０月３日㈯　午前１０時～午後３時
場三ヶ根山スカイライン山頂駐車場
※三ヶ根山スカイラインは有料道路です。

内①アサギマダラマーキング大会　②アマチュアバ
ンドによる弾き語りやミュージック空手などの演
奏ステージ　③地元特産品の展示即売　④飲食物
販コーナー　⑤お楽しみ抽選会　⑥青空フリーマ
ーケット　ほか

　　アサギマダラマーキング大会
内アサギマダラを捕まえて、マーキングします。
定１００人（先着順）
￥無料
申問９月２９日㈫までに、住所・氏名・年齢・電話番
号を、電話またはファクスで市観光協会（☎６５・
２１６９／ＦＡＸ５７・１３２１／商工観光課内）へ。

他空きがあれば、当日でも参加できます。

　　アサギマダラってどんなチョウ？
アサギマダラは、

羽を開くと１０㎝ほ
どのチョウで、長
い距離を移動する
ことで知られてい
ます。春から初夏
にかけて、日本列
島を北上して産卵し、かえったチョウは夏山で過ご
します。秋には南下して暖かい場所で産卵し、幼虫
で越冬します。最長記録としては、和歌山県から香
港まで、８３日間かけて２,４２０㎞もの距離を移動した
ことが確認されています。
アサギマダラの渡りは、避暑のためや天敵から逃

れるためなど諸説あり、理由はいまだ解明されてい
ません。謎多きチョウです。
毎年１０月上旬から中旬にかけて、三ヶ根山や佐久

島などにも飛来し、フジバカマやアザミの花にとま
って蜜を吸い、休憩します。

　対　時　場　内　定　￥　講　持　申　他　問　☎　死　ＦＡＸ　㈷　㉁　㈪　㈫　㈬　㈭　㈮　㈯　㈰

風光明
めい
媚
び
な三ヶ根山頂で、秋の１日をお楽しみください

三ヶ根山秋色フェスティバル

マーキング
調査は、生物
の行動や個体
数を調べるた
めに、個体に
標識を付けて
放し、再捕獲
する調査です。特に、アサギマダラの移動調
査では、３０年を越える実績があり、多くの成
果が得られています。
三ヶ根山秋色フェスティバルでマーキング
したチョウが、１か月後に和歌山県の日高町
や、約１,０００kmも離れた鹿児島県の喜界島
で再捕獲されたとの調査報告もあります。
アサギマダラのマーキングを行うイベント
は、佐久島でも開催されます。

マーキング調査とは
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もっと身近に！ もっと楽しく！ 防災川柳
問危機管理課防災担当（☎６５・２１３７）

防災のココロ伝えよう！

山田 陽
はる

斗
と

くん

（楠村町）
平成２5年３月生まれ
公園大好きお日様陽斗。
笑顔いっぱい駆け回り
元気に逞しくなぁれ！

中村 蓮
れん

くん

（つくしが丘４丁目）
平成２６年３月生まれ
わんぱく蓮くん♡パパ
とママの宝物☆これか
らも笑顔を見せてね。

小山 輝
ひか

生
る

くん

（吉良町）
平成２６年３月生まれ
みんなを笑顔にしてく
れるひかるくん。元気
よく育ってね。

國　 颯
そう

太
た

くん

（大和田町）
平成26年３月生まれ
毎日、パパとママを笑
顔にしてくれてありが
とう♡　颯太大すき♡

鈴木 莉
り

歩
ほ

ちゃん

（高河原町）
平成２６年３月生まれ
元気いっぱいで甘えん
ぼなりーちゃん。健や
かに育ってね。

山本 勘
かん

太
た

くん

（戸ケ崎５丁目）
平成２６年３月生まれ
よく食べ、よく笑い、
よく動き、よく寝、
元気に育てと母願ふ。　

奥村 悠
はる

斗
と

くん

（吉良町）
平成２６年３月生まれ
周りを笑顔にさせちゃ
う悠斗。お兄ちゃんと
仲良く大きくなぁれ☆

岡田 弥
み

奈
な

ちゃん

（寺津町）
平成2６年３月生まれ
弥奈ちゃん。その笑顔
で周りの人たちをいつ
までも幸せにしてね。

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

　「防災」を考えるきっかけ
づくりとして、防災川柳を
募集したところ、多数のご
応募をいただきました。皆
さん、ありがとうございま
した。今月号も優秀作品を
発表します！

■
防
災
川
柳
・
優
秀
作
品

人は１人では生きていけません。それぞれの存
在によって社会が成り立っています。災害発生時
は「自分でできることは自分で対応」の自助が基
本ですが、負傷した場合などは、自分だけででき
ることには限界があります。
災害はいつどこで起きるか分かりません。もし
もの時、外出先や職場、学校など、その場その場
でお互いに近くにいる人を助けることが大切です。
普段できないことはいざとい
う時もできません。平時から、
お互いさまの心を持ち、向こ
う三軒両隣で声を掛け合う習
慣をつけましょう。

市防災マスコット「ぼうサイくん」

三
輪
佐
恵
子
さ
ん（
宅
野
島
町
）

と
な
り
組も

し
も
の
時
は声

か
け
て

防災川柳・第４弾

― 西尾市は
犠牲者ゼロを

目指します ―

黄
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